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四　

結
び
に
代
え
て

〝
全
体
的
な
展
望
を
…
…
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
関
係
…
…
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず

部
分
を
理
解
し
、
次
に
そ
れ
ら
を
同
一
の
視
点
か
ら
有
機
的
に
結
合
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。〟＊
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一　

は
じ
め
に

一　

ド
イ
ツ（

（
（

の
博
物
学
者
、
地
理
学
者
、
そ
し
て
探
検
家
で
も
あ
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト（

（
（

（
以
下
、
Ａ
・
フ
ン

ボ
ル
ト
と
略
記
）
の
名
と
そ
の
業
績
は
、
わ
が
国
で
も
自
然
科
学
領
域
の
一
部
で
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
そ
の
こ
と
は
、「
フ
ン

ボ
ル
ト
海
流

（
（
（

」
や
「
フ
ン
ボ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン

（
（
（

」
と
い
っ
た
学
術
用
語
か
ら
も
十
分
に
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
そ
の
他
の
分
野
に

あ
っ
て
も
、
専
攻
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団（

（
（

（
別
名
「
ド
イ
ツ
の
ノ
ー
ベ
ル
財
団

（
（
（

」）
の
名

は
、
ド
イ
ツ
へ
の
留
学
を
志
す
者
に
と
っ
て
、
馴
染
み
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
同
財
団
が
創
設
し
た
「
フ
ン
ボ
ル
ト
賞

（
（
（

」
に
は
、
そ
の
歴

史
が
示
す
よ
う
に
、
格
別
の
意
味
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
実
を
み
る
と
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
名
は
、
わ
が
国
で
も
部
分
的

に
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
内
務
大
臣
を
務
め
、
著
名
な
言
語
学
者
で
も
あ
っ
た
実
兄
、
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト（

（
（

（
以
下
、「
Ｗ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
」
と
略
記
）
の
功
績
お
よ
び
名
声
と
対
比
す
る
と
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の

そ
れ
は
、
さ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
い（

（（
（

。
ベ
ル
リ
ン
屈
指
の
大
通
り
（U

nter den Linden

）
に
面
す
る
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学

（H
um

boldt-U
niversität zu Berl

（
（（
（in

）
の
正
門
前
に
は
、
二
体
の
白
亜
像
、
す
な
わ
ち
、
同
大
学
創
設
者
た
る
Ｗ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
そ
れ
と

と
も
に
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
座
像
も
据
え
ら
れ
、
ま
た
同
大
学
本
館
二
階
に
は
両
名
に
関
す
る
銅
製
銘
版
も
飾
ら
れ
て
い
る
。
Ａ
・
フ

ン
ボ
ル
ト
の
場
合
、
そ
の
研
究
対
象
が
も
っ
ぱ
ら
地
理
学
等
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
お
そ
ら
く
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
た

め
で
あ
ろ
う
が
、
わ
が
国
の
場
合
、
社
会
科
学
的
視
点
か
ら
の
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
も
と
よ
り
、
南
米
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
も
舞
台
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と
し
て
活
動
し
た
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
「
の
幅
広
い
関
心
は
、
熱
帯
ア
メ
リ
カ
の
ど
こ
を
旅
行
し
た
と
き
も
、
自
然
と
人
間
社
会
の
両
分
野

に
ま
た
が
っ
て
い
た

（
（（
（

」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
メ
キ
シ
コ
で
は
特
に
人
文
科
学
あ
る
い
は
社
会
科
学
の
領
域
に
、
フ
ン
ボ
ル
ト
の
興

味
が
む
け
ら
れ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る

（
（（
（

」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ａ
・「
フ
ン
ボ
ル
ト
の
南
ア
メ
リ
カ
行
の
成
果
…
…
『
紀
行
』

は
旅
行
記
と
し
て
の
体
裁
を
次
第
に
変
質
さ
せ
、
第
三
巻
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
お
よ
び
キ
ュ
ー
バ
の
社
会
、
政
治
に
関
す
る
専
門
的
研
究
と
化

し
て
し
ま
っ
て
い
た

（
（（
（

」
と
い
う
解
説
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
に
つ
い
て
、「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
で
あ
り
、
同
時

に
人
権
擁
護
者
（K

osm
opoliten und V

erfechter der M
enschenrechte

）
で
あ
る

（
（（
（

」
と
か
、
ま
た
「
自
由
主
義
者
の
偶
像

（
（（
（

」
と
か
と
い
っ

た
記
述
も
見
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
評
価
を
受
け
た
彼
の
資
質
は
そ
の
外
交
官
と
し
て
の
活
動
（
一
八
三
〇
年
〜
一
八
四
八
年
）
に

も
相
当
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
指
摘
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
活
動
を
社
会
科
学
の
視
点
か

ら
検
討
す
る
こ
と
に
も
ひ
と
つ
の
学
問
的
意
義
が
見
出
さ
れ
よ
う
。

二　

こ
こ
で
は
、
筆
者
の
専
攻
領
域
と
の
関
連
か
ら
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
が
滞
在
先
の
社
会
事
象
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
か
と
い
う

点
を
、
も
っ
ぱ
ら
「
法
文
化
（
当
該
社
会
を
構
成
す
る
人
々
の
原
理
的
行
動
様
式
（
社
会
行
動
文
法
（social gram

m
er

））
（
（（
（

）」
と
い
う
視
点
か
ら

探
求
し
、
可
能
な
範
囲
で
、
当
該
社
会
の
価
値
観
を
規
範
化
す
る
試
み
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
い
。

以
下
で
は
、
ま
ず
、
若
干
の
前
提
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
（
二
）。
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
人
物
像
、
業
績
等
が
最
初
に
確
認

さ
れ
る
の
は
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
が
異
文
化
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
か
と
い
う
点
に
関
す
る
基
本
的
な
視
座
を
得
る
た
め
で
あ

る
（
下
記
「
1
」）。
こ
の
作
業
は
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
自
身
の
行
動
規
範
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
不
可
避
の
前
提
を
な
す
。
次
い
で
、「
法

文
化
」
の
概
念
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
上
記
の
行
動
規
範
が
ど
の
よ
う
な
対
象
に
向
け
ら
れ
て
い
た
か
を
判
断
す
る

必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
は
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
が
関
心
を
寄
せ
た
社
会
事
象
が
、
彼
に
と
っ
て
自
明
と
は
言
い
得



四
〇
六

な
い
事
柄
、
す
な
わ
ち
、
彼
に
と
っ
て
理
解
し
が
た
い
異
文
化
に
属
す
る
事
項
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
比
較
」
と
い
う

行
為
は
、
論
理
的
に
い
え
ば
、
対
象
と
な
る
素
材
が
複
数
存
在
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。「
法
文
化
」
に
関
す
る
「
比
較
」
を
行
お
う
と

す
れ
ば
、
む
ろ
ん
可
能
な
範
囲
に
限
ら
れ
よ
う
が
、
一
方
で
、
異
文
化
に
属
す
る
事
象
が
何
か
（「
法
文
化
」
と
し
て
ど
の
よ
う
な
事
象
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
か
）
を
確
定
す
る
作
業
が
「
比
較
」
を
実
践
す
る
よ
り
も
前
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
他
方
で
、「
比
較
」

の
実
践
過
程
に
お
い
て
、
こ
の
行
為
と
同
時
並
行
的
に
、
異
文
化
に
属
す
る
事
象
（
比
較
対
象
）
が
何
か
を
確
定
す
る
作
業
が
進
め
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
相
互
影
響
関
係
へ
の
言
及
は
、
小
稿
の
検
討
対
象
を
確
定
す
る
上
で
必
要
な
作
業
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
下
記
「
2
」）。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
行
状
を
紹
介
す
る
諸
文
献
（
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
旅
行
記（

（（
（

、
日
記（

（（
（

等
）
に
依
拠
し
、
Ａ
・

フ
ン
ボ
ル
ト
が
ど
の
よ
う
な
社
会
事
象
に
関
心
を
寄
せ
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
努
め
た
い
（
三
）。
こ
の
よ
う
な
観
点
に
基
づ
く
資
料
収
集
と
そ
れ
ら
に
対
す
る
分
析
お
よ
び
検
討
を
通
じ
て
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
自

身
の
行
動
規
範
だ
け
で
な
く
、
彼
が
活
動
し
た
時
代
に
お
け
る
人
々
の
当
該
社
会
に
お
け
る
行
動
様
式
な
い
し
社
会
通
念
、
こ
れ
ら
の
特

性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
た
作
業
は
、「
比
較
の
目
的
」
と
の
関
連
性
に
対
す
る
配
慮
を
前
提
と
す
る
が
、「
比
較
の
対

象
」
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
法
文
化
を
比
較
す
る
上
で
必
要
と
さ
れ
る
素
材
の
確
保
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、「
比

較
の
方
法
」
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
視
座
の
設
定
が
可
能
か
を
考
え
る
契
機
を
与
え
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

周
知
の
よ
う
に
、
ど
の
国
の
実
定
法
も
、
そ
の
内
容
お
よ
び
形
式
の
両
面
に
亘
り
、
当
該
社
会
を
支
配
す
る
と
い
う
意
味
で
「
実
質
的

に
」
構
成
す
る
人
々
の
多
く
に
共
通
す
る
社
会
的
行
動
様
式
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
歴
史
的
事
実
を
考
慮
す
る
と
、
Ａ
・
フ

ン
ボ
ル
ト
の
見
方
を
通
じ
て
当
時
の
社
会
状
況
に
お
け
る
法
文
化
的
事
象
を
探
求
す
る
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、「
法
文
化
」
を
多
面
的
に
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捉
え
る
ひ
と
つ
の
視
点
と
な
り
得
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
こ
で
の
検
討
が
こ
の
主
題
に
つ
き
関
心
を
共
有
さ
れ
る
方
々
に
対
し
て
、
新
た

な
課
題
の
発
見
に
向
け
て
さ
さ
や
か
な
契
機
を
提
供
す
る
も
の
と
な
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
研
究
の
一
層
の
進
展
に
寄

与
す
る
こ
と
に
な
る
と
す
れ
ば
、
何
よ
り
の
こ
と
と
さ
れ
よ
う
。

二　

若
干
の
前
提

1　

人
物
像
、
業
績
等

一　

Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
の
母
国
に
お
け
る
ド
イ
ツ
語
文
献
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
で
も
少
な
か
ら
ざ
る
資
料
が

公
表
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
伝
記
と
し
て
は
、『A

lexander von H
um

bold

（
（（
（t

』、『D
ie Brüder H

um
boldt: Eine 

Biographi

（
（（
（e

』
な
ど
が
あ
る
。
手
元
の
日
本
語
資
料
に
よ
れ
ば
、
そ
の
経
歴
は
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

〝
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
一
七
六
九
年
九
月
一
四
日
に
ベ
ル
リ
ン
で
生
ま
れ
た
。
父
親
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
貴
族
で
、
母

親
も
財
産
家
の
娘
だ
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
次
男
で
、
長
子
は
二
歳
年
長
の
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
で
あ
る
。
…
…

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
が
大
学
に
初
め
て
登
録
し
た
の
は
、
一
七
八
七
年
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
七
八
九
年
に
は
、
兄
の
い
る
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ

ン
大
学
に
登
録
し
、
そ
こ
で
ゲ
オ
ル
ク
・
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
と
出
会
っ
て
い
る
。
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ク
ッ
ク
の
第
二
次
探
検
航
海
に

博
物
学
者
と
し
て
参
加
し
、
そ
の
と
き
の
体
験
を
『
世
界
周
航
記
』（
一
七
七
七
年
）
に
著
し
た
こ
と
で
、
当
時
す
で
に
有
名
人
だ
っ
た
。
そ
の
フ
ォ

ル
ス
タ
ー
と
と
も
に
、
フ
ン
ボ
ル
ト
は
一
七
九
〇
年
の
三
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
ラ
イ
ン
川
下
流
か
ら
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
を
旅
行
し
て

い
る
。
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
は
、
こ
の
旅
行
で
の
見
聞
に
基
づ
い
て
『
ニ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
［
ラ
イ
ン
下
流
地
域
］
の
姿
』
を
著
し
た
が
、
フ
ン
ボ
ル
ト
の

代
表
作
の
一
つ
『
自
然
の
姿
』
は
、
そ
の
題
名
か
ら
容
易
に
見
て
と
れ
る
よ
う
に
、
フ
ォ
ル
ス
タ
ー
の
著
作
を
強
く
意
識
し
た
も
の
だ
っ
た
。
…
…
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一
七
九
二
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
の
鉱
山
局
に
職
を
得
た
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
ド
イ
ツ
各
地
の
鉱
山
を
訪
れ
て
経
営
の
改
善
や
技
術
の
指
導
に
あ

た
っ
た
。
同
時
に
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
地
下
深
い
坑
道
で
博
物
学
的
な
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
、
科
学
的
な
探
検
旅
行
に
出
か
け
る
と
い
う

夢
を
、
フ
ン
ボ
ル
ト
は
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
。
莫
大
な
遺
産
を
手
に
し
た
彼
は
、
一
七
九
六
年
の
一
二
月
に
鉱
山
監
督
官
を
辞
し
、
長
期
に
わ
た
る

探
検
旅
行
の
準
備
に
取
り
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。

熱
帯
ア
メ
リ
カ
旅
行
…
…
は
…
…
一
七
九
九
年
六
月
初
め
か
ら
一
八
〇
四
年
八
月
初
め
ま
で
、
合
わ
せ
て
五
年
二
カ
月
に
お
よ
ん
だ
…
…
そ
の
費

用
の
大
半
が
フ
ン
ボ
ル
ト
の
個
人
的
な
財
産
で
賄
わ
れ
た
…
…
探
検
家
の
つ
ね
と
し
て
、
フ
ン
ボ
ル
ト
は
ア
メ
リ
カ
旅
行
か
ら
戻
る
と
す
ぐ
に
、
次

の
旅
行
計
画
を
練
り
始
め
た
。
そ
こ
で
の
目
的
地
は
ア
ジ
ア
の
内
陸
部
だ
っ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
か
ら
計
画
は
と
ん
挫
し
た
ま
ま
だ
っ
た
。
そ

の
結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
ど
っ
て
か
ら
の
四
半
世
紀
を
、
フ
ン
ボ
ル
ト
は
熱
帯
ア
メ
リ
カ
旅
行
の
報
告
書
の
作
成
に
費
や
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の

嚆
矢
は
、一
八
〇
五
年
か
ら
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
『
植
物
地
理
学
試
論
お
よ
び
熱
帯
地
域
の
自
然
図
』
で
あ
る
が
、そ
の
後
も
『
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ニ
ャ

王
国
誌
』（
一
八
一
一
年
刊
）
や
『
旅
行
記
（
全
三
巻
）』（
一
八
一
四
年
、
一
九
年
、
二
五
年
刊
）
な
ど
、
地
理
学
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
著
作
が
断
続
的
に
刊
行
さ
れ
た
。
実
際
、
全
三
〇
巻
に
お
よ
ぶ
報
告
書
が
一
応
の
完
成
を
み
た
の
は
、『
新
大
陸
の
地
理
学
史
に
関
す
る
批
判

的
検
討
』
の
最
終
部
分
が
刊
行
さ
れ
た
一
八
三
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
す
で
に
六
五
歳
と
い
う
高
齢
だ
っ
た
。
…
…

他
方
、パ
リ
に
滞
在
し
て
報
告
書
の
完
成
に
い
そ
し
ん
で
い
た
頃
か
ら
、フ
ン
ボ
ル
ト
は
プ
ロ
イ
セ
ン
王
室
の
侍
従
で
も
あ
っ
た
。
国
王
の
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
三
世
は
、
国
際
的
な
名
声
を
得
た
フ
ン
ボ
ル
ト
を
大
臣
や
大
使
に
起
用
す
る
こ
と
を
望
ん
だ
が
、
公
務
に
縛
ら
れ
る
こ
と

を
き
ら
っ
た
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
と
き
お
り
国
王
に
随
従
す
る
だ
け
の
侍
従
と
い
う
立
場
を
維
持
し
た
。
し
か
し
、
財
産
を
旅
行
と
出
版
活
動
に
ほ
と

ん
ど
使
い
は
た
し
た
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
パ
リ
で
の
出
版
活
動
が
終
わ
り
に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
一
八
二
七
年
に
、
国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ウ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
三
世
の
意
向
に
し
た
が
っ
て
ベ
ル
リ
ン
に
帰
還
す
る
こ
と
に
な
る
。
以
後
、
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
国
王
の
侍
従
と
し
て
ベ
ル
リ
ン
に
住
み

続
け
た
。

ベ
ル
リ
ン
時
代
の
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
侍
従
と
し
て
の
仕
事
の
か
た
わ
ら
、
や
は
り
多
く
の
精
力
を
科
学
活
動
に
費
や
し
た
。
晩
年
の
大
作
『
コ
ス

モ
ス
（
全
五
巻
）』（
一
八
四
五
年
〜
六
二
年
）
は
、
こ
の
ベ
ル
リ
ン
時
代
に
お
け
る
最
大
の
成
果
と
い
え
る
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
政
府
の
招
待
に
よ
り
、

一
八
二
九
年
四
月
か
ら
一
二
月
ま
で
ウ
ラ
ル
地
方
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
を
回
っ
た
調
査
旅
行
は
、
フ
ン
ボ
ル
ト
に
と
っ
て
二
度
目
（
そ
し
て
最
後
）
の
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大
旅
行
だ
っ
た
。
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
『
中
央
ア
ジ
ア
（
全
三
巻
）』
が
パ
リ
で

刊
行
さ
れ
た
の
は
、
一
八
四
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
生
涯
独
身
だ
っ
た
フ
ン
ボ
ル

ト
が
、
姪
の
ガ
ブ
リ
エ
レ
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ュ
ー
ロ
ゥ
に
み
と
ら
れ
な
が
ら
最
後
の

息
を
ひ
き
と
っ
た
の
は
、
一
八
五
九
年
五
月
六
日
の
こ
と
で
あ
り
、
フ
ン
ボ
ル
ト

は
九
〇
歳
を
間
近
に
ひ
か
え
る
高
齢
に
達
し
て
い
た（

（（
（

。〟

こ
の
引
用
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
富
裕
な
家
系
に
生
ま
れ
た
Ａ
・
フ
ン
ボ

ル
ト
が
当
時
と
し
て
は
相
当
高
い
レ
ベ
ル
の
高
等
教
育
を
受
け
て
い
た
こ
と
、

度
重
な
る
外
国
旅
行
の
経
験
を
通
じ
て
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
が
幅
広
い
知
見
と
多

様
な
視
野
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
が
私
生
活
の
相
当
部
分
を

科
学
的
な
探
求
と
そ
の
成
果
の
公
表
に
充
て
て
い
た
こ
と
等
で
あ
る
。「
法
文

化
」
と
い
う
言
葉
を
地
理
的
な
限
定
の
も
と
で
用
い
る
場
合
、
当
該
地
域
に
居

住
す
る
人
々
の
多
く
に
共
通
す
る
社
会
的
行
動
様
式
（
い
わ
ゆ
る
「
社
会
行
動
文

法
（social gram

m
er

）」、
す
な
わ
ち
、
あ
る
種
の
条
件
が
整
っ
た
場
合
、
人
々
の
間

に
共
通
し
て
見
出
さ
れ
る
行
動
の
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
と
い
う
考
え
方
）
に
着
目
す

る
こ
と
は
整
理
手
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
許
容
さ
れ
よ
う
。

二　

そ
れ
で
は
、
右
の
よ
う
な
経
歴
を
有
す
る
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
旅
行

先
の
諸
地
域
に
お
け
る
社
会
事
象
を
、
ど
の
よ
う
な
行
動
規
範
に
基
づ
い
て
、

A・フンボルトの生家（Schloss Tegel）　© K. Yamauchi
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ど
の
よ
う
に
観
察
し
て
い
た
か
。「
二
〇
世

紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
地
理
学
を
代
表
す
る
マ

ル
ト
ン
ヌ（

（（
（

」
は
、「
地
理
学
の
発
展
に
対
す

る
フ
ン
ボ
ル
ト
の
貢
献

（
（（
（

」
に
関
連
し
て
、
彼

の
観
察
方
法
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め

て
い
る
。〝

…
…
フ
ン
ボ
ル
ト
は
単
に
博
物
学
者
と

か
旅
行
家
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
…
…

フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
地
形
を
地
形
学
者
の
目
で

と
ら
え
た
り
、
気
温
を
気
象
学
者
の
目
で
と

ら
え
た
り
、
植
生
を
植
物
学
者
の
目
で
と
ら
え
る
こ
と
で
、
決
し
て
満
足
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
フ
ン
ボ
ル
ト
の
考
察
の
視
野
は
、
そ
れ
よ
り
も
ず
っ

と
広
か
っ
た
。
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
そ
こ
の
場
所
で
観
察
さ
れ
る
そ
の
他
の
事
象
を
す
ぐ
に
組
み
合
わ
せ
て
考
察
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
現
象
の
原
因
が

考
察
さ
れ
る
と
と
も
に
、ま
た
結
果
に
も
目
が
向
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
因
果
関
係
の
考
察
は
、政
治
的
事
象
や
歴
史
的
事
象
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

人
類
が
か
く
も
土
地
や
気
候
や
植
生
と
結
び
つ
い
た
存
在
で
あ
る
こ
と
、
植
生
が
無
機
的
自
然
環
境
と
い
か
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
、

ま
た
無
機
的
自
然
環
境
そ
れ
自
身
に
し
て
も
、
そ
の
構
成
要
素
の
相
互
間
で
い
か
に
関
係
し
あ
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
フ
ン
ボ
ル
ト
ほ
ど
的

確
に
示
し
た
人
は
い
な
か
っ
た
。

因
果
の
原
理
と
も
称
す
べ
き
こ
の
第
一
の
原
理
に
加
え
て
、
フ
ン
ボ
ル
ト
は
一
般
地
理
学
の
原
理
と
名
づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
第
二
の
原
理
を
確

立
し
た
。
地
質
に
せ
よ
動
植
物
に
せ
よ
人
類
に
せ
よ
、
何
か
一
つ
の
問
題
を
考
察
す
る
と
き
、
こ
の
偉
大
な
学
者
は
、
局
地
的
（
ロ
ー
カ
ル
）
な
事

象
の
吟
味
に
没
頭
し
て
し
ま
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
フ
ン
ボ
ル
ト
は
つ
ね
に
、
類
似
の
事
象
が
観
察
さ
れ
る
他
の
地
域
に
も
目
を
向
け
た
。
ど
の
よ

フンボルト家墓地（Schloss Tegel 内）
                            © K. Yamauchi
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う
な
場
合
で
も
、
フ
ン
ボ
ル
ト
が
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
似
通
っ
た
状
況
の
も
と
で
つ
ね
に
成
り
立
つ
一
般
法
則
で
あ
っ
た
。
彼
に
と
っ

て
は
、
ど
の
地
点
の
研
究
も
、
地
球
全
体
の
認
識
と
け
っ
し
て
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
第
二
の
原
理
を
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も

な
お
さ
ず
、
そ
れ
ま
で
地
誌
学
（
地
域
地
理
学
）
と
系
統
地
理
学
（
一
般
地
理
学
）
を
隔
て
て
き
た
壁
を
取
り
払
う
こ
と
で
あ
り
、
地
理
学
と
い
う

一
つ
の
科
学
に
属
す
る
こ
れ
ら
二
つ
の
分
野
を
歩
み
よ
ら
せ
、
相
互
に
豊
か
な
実
り
を
も
た
ら
す
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
の
こ
と
が
十
分
に
理
解
さ

れ
た
と
き
、
近
代
地
理
学
は
生
ま
れ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。〟

右
の
引
用
中
、
最
初
の
段
落
で
は
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
観
察
方

法
を
特
徴
付
け
る
「
第
一
の
原
理
」（
因
果
の
原
理
）
と
し
て
、「
そ
こ

の
場
所
で
観
察
さ
れ
る
そ
の
他
の
事
象
を
す
ぐ
に
組
み
合
わ
せ
て
考

察
し
…
…
そ
れ
ぞ
れ
の
現
象
の
原
因
が
考
察
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ま

た
結
果
に
も
目
が
向
け
ら
れ
」
る
観
察
方
法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
第
一
に
、
観
察
の
対
象
と
さ
れ
た
事
象
そ
れ
自
体
に
つ

い
て
正
確
に
認
識
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、

当
該
事
象
が
生
じ
る
原
因
を
探
求
し
、
原
因
と
結
果
と
の
間
に
ど
の

よ
う
な
因
果
関
係
が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
個
々
の
事
象
が
互
い
に
ど
の
よ

う
な
影
響
関
係
に
あ
る
か
、
つ
ま
り
、
個
別
と
全
体
と
の
相
互
関
連

性
を
解
明
す
る
こ
と
の
社
会
的
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

A・フンボルトの墓標　© K. Yamauchi
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た
総
合
的
観
察
方
法
は
、
自
然
現
象
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
社
会
現
象
に
つ
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

次
の
段
落
に
お
い
て
、「
第
二
の
原
理
」（
一
般
地
理
学
の
原
理
）
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
何
か
一
つ
の
問
題
を
考
察
す
る
と

き
…
…
局
地
的
（
ロ
ー
カ
ル
）
な
事
象
の
吟
味
に
没
頭
し
て
し
ま
う
こ
と
」
な
く
、「
つ
ね
に
、
類
似
の
事
象
が
観
察
さ
れ
る
他
の
地
域
に

も
目
を
向
け
」、「
似
通
っ
た
状
況
の
も
と
で
つ
ね
に
成
り
立
つ
一
般
法
則
」
を
探
求
し
よ
う
と
す
る
観
察
方
法
で
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
、

一
見
す
る
と
、
右
の
第
一
の
観
察
方
法
の
言
い
換
え
の
よ
う
に
み
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
第
二
の
原
理
」
と
の
対
比

に
お
い
て
「
第
一
の
原
理
」
の
独
自
性
を
認
め
よ
う
と
す
れ
ば
、「
第
一
の
原
理
」
が
用
い
ら
れ
る
局
面
を
一
度
限
り
の
事
象
に
限
定
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
個
々
の
事
象
に
着
目
し
た
ミ
ク
ロ
的
考
察
を
進
め
な
が
ら
、
他
方
で
は
当
該
ミ
ク
ロ
的

事
象
を
含
む
全
体
を
別
の
方
法
で
把
握
す
る
マ
ク
ロ
的
考
察
を
進
め
、
こ
れ
ら
二
つ
の
作
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
結
果
に
つ

い
て
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
連
性
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
活
動
を
一
度
限
り
の
個
別
の
局
面
と
し
て
捉
え
る
際
に
、
そ
こ
で
採
用
さ
れ
る
観

察
方
法
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
「
第
一
の
原
理
」
を
位
置
付
け
る
理
解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
第
一
の
原
理
」
に
基
づ
く

観
察
方
法
を
反
復
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、「
第
一
の
原
理
」
に
依
拠
し
た
検
証
結
果
が
集
積
す
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
集
め
ら
れ
た

複
数
の
事
象
の
間
に
共
通
項
が
見
出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
事
象
相
互
間
で
の
類
型
化
が
可
能
と
な
ろ
う
。
類
型
化
の
度
合
い
が
進
め
ば
、
一

般
原
則
確
立
の
可
能
性
も
高
ま
る
。「
第
二
の
原
理
」
は
、「
第
一
の
原
理
」
が
そ
れ
ぞ
れ
に
用
い
ら
れ
た
検
討
の
集
積
結
果
に
対
す
る
分

析
の
過
程
で
採
用
さ
れ
る
、「
第
一
の
原
理
」と
は
別
個
の
観
察
方
法
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら
ば
、

「
第
二
の
原
理
」
に
は
「
第
一
の
原
理
」
と
は
異
な
る
存
在
意
義
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
観
察
方
法
に
お
け
る
二
つ
の
「
原
理
」
は
、
研
究
対
象
地
域
に
お
け
る
人
々
の
行
動
様
式

を
探
求
す
る
場
合
に
も
、
重
要
な
視
座
を
提
供
す
る
も
の
と
な
り
得
よ
う
。
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三　

Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
は
ど
の
よ
う
な
社
会
事
象
に
興
味
を
示
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
最
も
よ
く
示
し
て
い
る
の
は
、
彼

自
身
の
著
作
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
典
型
は
彼
の
旅
行
記
類
で
あ
る
。
そ
れ
と
し
て
は
、『A

lexander von H
um

boldt: A
nsichten 

der N
atu

（
（（
（

r
』、『D

as große Lesebuc

（
（（
（h

』、『A
lexander von H

um
boldt: Reise durchs Baltikum

 nach Russland und 

Sibirien 182
（
（（
（9

』、『A
lexander von H

um
boldt: Zentral-A

sien: D
as Reisew

erk zur Expedition von 182

（
（（
（9

』
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
よ
う
。
彼
の
著
名
な
講
義「
コ
ス
モ
ス
」に
お
い
て
も
部
分
的
に
社
会
事
象
に
言
及
さ
れ
て
い
る（「
コ
ス
モ
ス
」に
つ
い
て
は
、『A

lexander 

von H
um

boldt: K
O

SM
O

S: Entw
urf einer physischen W

eltbeschreibun

（
（（
（g

』、『A
lexander von H

um
boldt: D

ie K
osm

os-V
orträg

（
（（
（e

』
等

が
参
考
に
な
る
。
む
ろ
ん
そ
の
多
く
は
自
然
科
学
分
野
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
）。

第
二
次
的
資
料
に
関
し
て
は
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
活
動
を
記
し
た
伝
記
、
解
説
書
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
と
し
て
は
、『A

lexander 

von H
um

boldt und die Globalisierun
（
（（
（

g

』、『A
lexander fonH

unboldt: M
ein vielbew

egtes Leben: D
er Forscher 

über sich und seine W
erk

（
（（
（e

』、『A
lexander von H

um
boldt: Ü

ber die Freiheit des M
enschen: A

uf der Suche nach 

W
ahrhei

（
（（
（t

』、『A
lexander von H

um
boldt: Es ist ein T

reiben in m
ir: Entdeckungen und Einsichte

（
（（
（n

』
等
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
。
わ
が
国
で
刊
行
さ
れ
た
諸
文
献（

（（
（

も
こ
こ
に
追
加
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
、
い
ず
れ
を
優
先
す
る
か
に
つ
い
て
は
種
々
の
基
準
が
あ
り
得
る
。
以
下
で
は
、
さ
し
あ
た
り
、
入
手
が
容
易

な
日
本
語
文
献
を
手
掛
か
り
と
し
て
ま
ず
い
く
つ
か
の
典
型
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

2　

法　

文　

化

一　
「
法
文
化
（Rechtskultur

）」
と
い
う
語
句
の
理
解
に
関
し
て
は
、
わ
が
国
で
も
す
で
に
複
数
の
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る（

（（
（

。
し
か
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し
、
な
お
、
定
説
が
確
立
し
て
い
る
と
い
う
状
況
に
は
な
い
。

「
法
文
化
」
と
い
う
表
現
に
い
か
な
る
内
容
を
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
。
ま
た
、「
法
文
化
」
と
い
う
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
定
義
す

べ
き
か
。
可
能
性
に
関
す
る
前
者
の
問
い
と
当
為
に
関
す
る
後
者
の
問
い
と
は
、
両
者
の
文
言
上
の
違
い
が
示
す
通
り
、
概
念
的
に
は
別

個
の
論
点
で
あ
り
、
両
者
は
明
確
に
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
、
両
者
は
ま
っ
た
く
無
関
係
で
あ
る
と
も
言
い
得
な
い
。

そ
れ
は
、
一
方
で
は
、
前
者
、
す
な
わ
ち
、
可
能
性
に
関
す
る
問
い
に
対
し
て
用
意
さ
れ
る
解
答
の
実
数
に
比
例
し
て
、
後
者
、
す
な
わ

ち
、
当
為
に
関
す
る
問
い
に
対
す
る
解
答
の
選
択
肢
が
変
わ
り
得
る
と
い
う
意
味
で
、
ま
た
他
方
で
は
、
当
為
に
関
す
る
問
い
に
対
す
る

解
答
の
内
容
に
応
じ
て
、
可
能
性
に
関
す
る
問
い
に
対
す
る
解
答
も
変
わ
り
得
る
と
い
う
意
味
で
、
二
つ
の
問
い
の
間
に
相
互
的
な
影
響

関
係
が
見
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、前
者
の
問
い
に
含
ま
れ
た
「
可
能
性
」
と
い
う
概
念
は
決
し
て
論
理
的
な
も
の
で
は
な
く
、

政
策
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
理
解
で
あ
る
。
両
者
の
相
互
影
響
関
係
を
肯
定
す
る
立
場
で
は
、「
法
文
化
」
を
「
比
較
」
す
る
目

的
に
応
じ
て
、「
法
文
化
」
と
い
う
表
現
に
は
多
様
な
意
味
が
盛
り
込
ま
れ
る
余
地
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、「
法
文
化
」
概
念
の

解
明
は
、
比
較
法
学
の
分
野
に
お
い
て
、
今
な
お
残
さ
れ
た
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
法
文
化
」
に
つ
い
て
「
比
較
」
を
行
う
作
業
と
並
行
し
て
、「
法
文
化
」
概
念
の
探
求
作
業
が
な
お
継
続
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
こ
で
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
ひ
と
つ
別
の
観
点
も
同
時
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、「
法
文
化
」
概
念
の
裾

野
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
法
文
化
」
を
「
比
較
す
る
」
方
法
自
体
の
検
証
も
継
続
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
こ

と
に
よ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
一
方
に
お
け
る
「
法
文
化
」
概
念
の
探
求
と
、
他
方
に
お
け
る
「
法
文
化
」
相
互
間
で
の
「
比
較
」

の
実
践
と
、
こ
れ
ら
二
つ
の
活
動
の
間
に
は
、
一
方
が
前
提
と
な
り
他
方
が
結
果
と
な
る
と
い
っ
た
不
動
の
関
係
は
な
く
、
両
者
の
相
関

関
係
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
前
提
と
す
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
「
法
文
化
」
概
念
（「
比
較
の
対
象
」）
と
ど
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の
よ
う
な
「
比
較
」
概
念
（「
比
較
の
方
法
」）
と
の
組
合
せ
が
何
の
た
め
に
行
わ
れ
る
か
（「
比
較
の
目
的
」）、
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
目
的

に
適
合
す
る
か
と
い
っ
た
視
点
を
考
慮
す
る
立
場
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
比
較
の
目
的
」
と
の
関
係
を
考
慮
し
つ
つ
、「
比

較
の
対
象
」
と
「
比
較
の
方
法
」
と
の
組
合
せ
の
可
能
性
を
探
求
す
る
と
い
う
検
討
方
法
が
承
認
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、「
法
文
化
」
概
念

の
継
続
的
探
求
に
は
な
お
意
味
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

二　
「
法
文
化
」
と
い
う
表
現
の
理
解
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
筆
者
自
身
、
す
で
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
る（

（（
（

。
筆
者
の
主
張
の
要
点
を
略

述
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、多
様
な
基
準
に
よ
っ
て
重
層
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
社
会
事
象
の
う
ち
、ど
の
部
分
を
「
法
文
化
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
す
る
か
、

た
と
え
ば
、
具
体
的
に
認
識
す
る
こ
と
の
可
能
な
文
字
と
い
う
形
式
で
表
現
さ
れ
て
い
る
個
々
の
実
定
法
規
範
そ
れ
自
体
（
筆
者
の
表
現

で
い
え
ば
、
個
々
の
争
点
に
つ
き
い
ず
れ
の
利
益
主
張
を
優
先
す
べ
き
か
を
決
定
す
る
判
断
基
準
）
を
「
法
文
化
」
と
呼
ぶ
か
、
ま
た
そ
れ
ら
実
定

法
諸
規
範
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
当
該
社
会
の
底
流
（
古
層
、
通
奏
底
音
）
に
一
貫
し
て
見
出
さ
れ
る
普
遍
的
原
理
（
筆
者
の
表
現
で
い
え
ば
、

実
定
法
と
し
て
明
文
化
さ
れ
た
判
断
基
準
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
立
法
理
由
、
つ
ま
り
、
判
断
基
準
の
形
成
基
準
）
を
「
法
文
化
」

と
名
付
け
る
か
、
さ
ら
に
、
個
々
の
実
定
法
規
範
を
紛
争
事
例
に
即
し
て
解
釈
・
適
用
す
る
局
面
に
お
い
て
具
体
的
な
法
律
効
果
を
発
生

せ
し
め
る
た
め
に
行
わ
れ
る
法
律
要
件
お
よ
び
法
律
効
果
に
お
け
る
文
言
の
解
釈
に
際
し
て
用
い
ら
れ
る
解
釈
基
準
（
筆
者
の
表
現
で
い
え

ば
、
個
々
の
判
断
基
準
の
要
件
お
よ
び
効
果
を
述
べ
る
具
体
的
な
文
言
を
解
釈
す
る
に
あ
た
り
、
複
数
の
解
釈
可
能
性
の
間
で
優
先
順
位
を
決
定
す
る
判

断
基
準
、
つ
ま
り
、
実
定
法
規
範
と
し
て
存
在
す
る
判
断
基
準
に
用
い
ら
れ
た
文
言
の
解
釈
を
決
め
る
適
用
基
準
）
を
「
法
文
化
」
と
し
て
把
握
す
る

か
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
実
定
法
規
範
だ
け
で
な
く
、
そ
の
立
法
理
由
と
個
別
具
体
的
事
案
で
具
体
化
さ
れ
る
解
釈
基
準
の
す
べ
て
（
筆
者

の
表
現
で
い
え
ば
、
判
断
基
準
、
形
成
基
準
、
適
用
基
準
の
総
体
）
を
「
法
文
化
」
と
い
う
言
葉
で
理
解
す
る
か
と
い
っ
た
諸
点
は
い
ず
れ
も
論
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者
の
思
索
の
特
性
と
政
策
的
決
断
を
反
映
し
た
主
観
的
表
現
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、「
法
文
化
」
と
は
何
か
と
い
う
問
い
が

政
策
的
な
問
い
か
け
の
個
別
的
表
現
に
と
ど
ま
る
と
す
る
理
解
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
日
常
的
行
動
に
着
目
す
る
と
、「
比
較
」
の
目
的
如
何
、「
比
較
」
の
対
象
如
何
、「
比
較
」
の
方
法
如
何
、
こ
れ
ら
の
問

い
に
対
す
る
解
答
は
い
ず
れ
も
論
者
が
ど
の
よ
う
な
価
値
基
準
を
採
用
し
て
い
る
か
、
そ
の
内
容
如
何
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
も
、
個
々
の
解
答
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
探
求
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
他
の
問
い
に
対
す
る
解
答
の
影
響
を
互
い
に
受
け
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
互
い
に
密
接
な
関
連
性
を
有
す
る
三
つ
の
問
題
群
（「
比
較
の
目
的
」
如
何
、「
比
較
の
対
象
」
如
何
お
よ
び
「
比
較
の
方
法
」
如
何
）

と
そ
れ
ぞ
れ
の
問
い
に
対
す
る
解
答
群
、
こ
れ
ら
問
い
と
解
答
と
の
組
合
せ
に
関
す
る
複
数
の
選
択
肢
の
間
で
、
い
ず
れ
の
組
合
せ
を
優

先
す
べ
き
か
と
い
う
政
策
的
な
問
い
掛
け
に
対
す
る
解
答
も
時
代
の
状
況
に
応
じ
て
変
わ
り
得
る
。
す
な
わ
ち
、
問
い
と
解
答
と
の
組
合

せ
の
仕
方
如
何
と
い
う
問
い
に
対
す
る
解
答
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
社
会
的
・
政
治
的
・
経
済
的
・
自
然
地
理
的
な
制
約
を
受
け

る
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、「
法
文
化
」
と
い
う
言
葉
の
定
義
は
検
討
作
業
の
最
初
に
位
置
す
る
前
提
的
課
題
と
い

う
側
面
を
持
ち
つ
つ
も
、
同
時
に
、
検
討
結
果
を
整
理
す
る
段
階
で
解
明
さ
れ
る
べ
き
中
間
的
課
題
と
し
て
の
側
面
を
も
併
せ
持
つ
こ
と

と
な
る
（
こ
こ
に
「
中
間
的
」
と
い
う
表
現
を
用
い
た
の
は
、
こ
の
種
の
作
業
に
終
わ
り
は
な
い
と
い
う
趣
旨
で
も
あ
る
）。

三　

こ
の
よ
う
な
認
識
に
立
て
ば
、
論
者
が
、「
法
文
化
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
い
か
な
る
目
的
の
も
と
に
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
、

誰
に
対
し
て
主
張
す
る
か
、こ
れ
ら
複
数
の
問
い
に
対
す
る
解
答
の
内
容
に
応
じ
て
、比
較
の
客
体
を
成
す
「
法
文
化
」
の
識
別
基
準
（
国

民
国
家
、
国
民
国
家
の
地
方
自
治
体
、
年
齢
層
等
）
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か
、
ま
た
原
理
的
社
会
行
動
様
式
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か

と
い
っ
た
諸
点
に
つ
い
て
も
多
様
な
理
解
が
あ
り
得
る
こ
と
と
な
り
、「
法
文
化
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
一
義
的
に
確
定
す
る
作
業
と

は
距
離
を
置
く
こ
と
と
な
る
。
む
ろ
ん
、
実
際
の
行
動
に
あ
た
っ
て
は
、
暫
定
的
に
、
複
数
の
可
能
性
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を
優
先
さ
せ
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ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
主
題
に
関
す
る
資
料
に
乏
し
い
現
時
点
で
は
、
こ
の
主
題
に
関
す
る
研
究
が
乏
し
い
現
状
を
そ
の
ま

ま
受
け
止
め
て
、
検
証
に
値
す
る
素
材
的
資
料
を
獲
得
す
べ
く
種
々
の
野
心
的
な
試
み
が
繰
り
返
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
み
え

る
。
筆
者
が
「
ミ
ク
ロ
的
現
象
の
集
積
を
介
し
て
種
々
の
行
動
様
式
・
行
為
規
範
等
を
着
実
に
拾
い
上
げ
、
そ
れ
ら
を
原
理
的
社
会
行
動

様
式
と
し
て
ま
と
め
上
げ
る
よ
う
な
地
道
な
作
業

（
（（
（

」
を
行
お
う
と
試
み
て
き
た
の
も
こ
う
し
た
理
解
に
立
つ
こ
と
に
よ
る
。
研
究
手
法
の

一
貫
性
に
留
意
す
る
立
場
か
ら
、
こ
こ
で
も
、
右
の
よ
う
な
視
点
を
維
持
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

以
下
で
は
、「
法
文
化
」
と
い
う
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
を
構
成
す
る
人
々
に
よ
っ
て
日
々
の
生
活
に
お
け
る
具
体
的
局
面
に
お

い
て
繰
り
返
し
見
出
さ
れ
る
原
理
的
社
会
行
動
様
式
と
い
う
意
味
で
、
概
括
的
に
表
現
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
こ
こ
で
「
見
出
さ
れ
る
」

と
い
う
表
現
が
示
す
通
り
、「
見
出
す
」
と
い
う
行
為
の
主
体
が
異
な
れ
ば
、
そ
う
し
た
様
式
が
見
出
さ
れ
る
か
否
か
の
判
断
も
異
な
り

得
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
そ
う
し
た
社
会
行
動
様
式
を
規
範
の
か
た
ち
（
筆
者
の
表
現
で
い
え
ば
、
判
断
基
準
α
、
こ
れ

は
、「
Ｓ
＋
Ｖ
＋
…
…
」
と
き
（
要
件
）→
「
Ｓ
＋
Ｖ
＋
…
…
」（
効
果
）
と
い
う
形
式
で
表
現
さ
れ
る
）
で
再
構
成
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
こ
に
は
、

可
能
な
範
囲
で
、
当
該
規
範
の
成
立
根
拠
（
立
法
理
由
に
相
当
す
る
も
の
）
を
規
範
の
か
た
ち
（
筆
者
の
表
現
で
い
え
ば
、
判
断
基
準
α
の
形
成

基
準
β
、
こ
れ
も
、「
Ｓ
＋
Ｖ
＋
…
…
」
と
き
（
要
件
）→
「
Ｓ
＋
Ｖ
＋
…
…
」（
効
果
）
と
い
う
形
式
で
表
現
さ
れ
る
）
で
表
現
す
る
こ
と
も
、
ま
た
当

該
規
範
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
か
を
規
範
の
か
た
ち
（
筆
者
の
表
現
で
い
え
ば
、
判
断
基
準
α
の
適
用
基
準
γ
、
こ
れ
も
、「
Ｓ
＋

Ｖ
＋
…
…
」
と
き
（
要
件
）→
「
Ｓ
＋
Ｖ
＋
…
…
」（
効
果
）
の
形
式
で
表
現
さ
れ
る
）
で
解
明
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
得
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
に
考
え
る

の
は
、
各
社
会
に
お
け
る
「
法
文
化
」
が
各
種
基
準
（
判
断
基
準
α
、
形
成
基
準
β
お
よ
び
適
用
基
準
γ
）
の
重
層
的
か
つ
立
体
的
な
体
系
と

し
て
発
現
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
に
よ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
（
三
）
の
検
討
は
、
抽
象
的
な
言
い
回
し
で
は
あ
る
が
、「
比
較
」
の
素
材
（
対
象
）
と
し
て
の
「
法
文
化
」
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を
原
理
的
社
会
行
動
様
式
と
し
て
把
握
す
る
場
合
に
い
か
な
る
「
可
能
性
」
が
存
在
し
得
る
か
の
探
究
を
意
味
す
る
ひ
と
つ
の
実
験
的
試

み
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

三　
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
行
動
に
み
る
法
文
化
論
的
視
点

各
種
の
制
約
が
あ
る
こ
の
場
で
は
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
認
識
全
般
に
つ
い
て
網
羅
的
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
当
初
か
ら
断
念
さ
れ

て
い
る
。
以
下
で
は
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
が
関
心
を
寄
せ
た
社
会
事
象
の
み
に
的
を
絞
り
、
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
具
体
的

素
材
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
際
に
留
意
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
の
構
成
員
の
行
動
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
反
復

さ
れ
た
行
動
様
式
（
行
為
類
型
、
あ
る
種
の
条
件
が
成
就
す
る
場
合
、
そ
れ
に
随
伴
し
て
生
じ
る
行
為
形
式
）
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
以
下
で
紹
介

さ
れ
る
の
は
、
結
果
と
し
て
の
事
象
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
類
型
化
さ
れ
た
行
為
で
し
か
な
い
。

1　

人
権
侵
害

一　

ま
ず
取
り
上
げ
る
の
は
、
観
察
者
（
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
）
が
極
端
な
違
和
感
を
抱
い
た
行
為
類
型
で
あ
る
。
人
権
侵
害
行
為
、
特
に

奴
隷
制
に
関
す
る
言
及
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
次
の
引
用
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〝
…
…
九
月
八
日
に
な
っ
て
…
…
探
検
隊
は
…
…
ボ
ゴ
タ
を
あ
と
に
し
て
、
キ
ト
に
向
か
っ
た
。
そ
の
道
は
キ
ン
デ
ィ
ー
オ
峠
を
越
え
る
、
危
険

で
つ
ら
い
高
山
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。
…
…
こ
の
峠
は
、
全
ア
ン
デ
ス
山
脈
中
で
最
も
困
難
な
道
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
高
点
は
、
海
抜
約
三
、

六
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
、
所
々
は
ひ
ど
い
湿
地
で
あ
り
、
荷
物
を
運
ぶ
の
に
、
ラ
バ
の
代
わ
り
に
牛
を
用
い
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
密
生
し
て
ま
っ
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た
く
無
人
の
森
林
の
中
を
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
が
延
々
と
続
い
て
お
り
、
ど
こ
に
も
食
料
や
小
屋
を
得
る
当
て
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
一

カ
月
を
生
き
抜
く
た
め
の
食
料
を
運
ば
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
道
は
た
い
へ
ん
狭
い
し
、
ほ
と
ん
ど
が
岩
に
穿
っ
た
切
り
通
し
に
似
て
い
た
。

ま
た
そ
の
道
は
六
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
の
あ
る
峡
谷
の
底
を
走
り
、
足
下
は
湿
地
で
あ
り
、
頭
上
に
は
光
を
さ
え
ぎ
る
ほ
ど
、
こ
ん
も
り
と
植
物
が
生

え
て
い
た
。
も
し
万
が
一
、
反
対
方
向
か
ら
来
る
牛
の
列
に
出
く
わ
す
と
、
彼
ら
は
来
た
道
を
引
き
返
す
か
、
ま
た
は
峡
谷
の
急
斜
面
を
よ
じ
登
り
、

上
の
方
か
ら
突
き
出
た
木
の
根
に
し
が
み
つ
く
ほ
か
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
は
、
峠
の
西
斜
面
を
下
っ
て
い
る
最
中
に
雨
が
激
し
く
降
り

始
め
た
。
湿
地
と
い
う
湿
地
は
竹
が
剣
山
の
よ
う
に
生
え
て
い
る
た
め
、
彼
ら
の
ブ
ー
ツ
を
散
々
に
破
っ
た
の
で
、
一
行
が
カ
ル
タ
ゴ
に
着
い
た
時

に
は
、
彼
ら
の
足
は
皮
が
む
け
て
血
が
流
れ
て
い
た
。

足
が
そ
ん
な
状
態
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ン
ボ
ル
ト
と
ボ
ン
プ
ラ
ン
は
、
イ
ン
デ
ィ
オ
の
人
夫
に
背
負
っ
て
も
ら
う
の
を
拒
ん
だ
。
こ

の
地
区
で
は
、
鉱
山
監
督
た
ち
は
イ
ン
デ
ィ
オ
の
背
中
に
つ
け
た
椅
子
に
座
り
、
こ
の
い
わ
ば
人
間
駄
獣
に
、
一
日
、
三
時
間
か
ら
四
時
間
も
乗
る

の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
惨
め
な
慣
習
を
目
に
し
た
り
、
人
間
の
品
定
め
を
、
ま
る
で
馬
や
ラ
バ
に
対
し
て
用
い
る
よ
う
な
言
葉
で
話
さ
れ

る
の
を
聞
く
と
、
フ
ン
ボ
ル
ト
の
血
は
煮
え
く
り
返
る
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
こ
の
よ
う
に
他
人
を
苦
し
め
る
よ
り
は
、
自
分
で
忍
ぶ
方
を
選
ん
だ
の

で
あ
る（

（（
（

。〟

右
の
引
用
文
中
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
な
行
動
様
式
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
。
留
意
さ
れ
る
の
は
、
人
々
の
行
為
を
め
ぐ
っ

て
ど
の
よ
う
な
争
点
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
判
断
基
準
の
も
と
に
、
ど
の
よ
う
な
結
論
が
導
か
れ
て
い
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
鉱
山
監
督
た
ち
の
行
動
規
範
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
こ
の
地
区
で
は
、
鉱
山
監

督
た
ち
は
イ
ン
デ
ィ
オ
の
背
中
に
つ
け
た
椅
子
に
座
り
、
こ
の
い
わ
ば
人
間
駄
獣
に
、
一
日
、
三
時
間
か
ら
四
時
間
も
乗
る
の
が
普
通
で

あ
っ
た
」
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
ど
の
よ
う
な
規
範
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
そ
れ
と
し
て
は
、「
鉱
山
監
督
た

ち
が
移
動
す
る
と
き
」（
要
件
）→
彼
ら
は
「
イ
ン
デ
ィ
オ
の
背
中
に
つ
け
た
椅
子
に
座
り
、
こ
の
い
わ
ば
人
間
駄
獣
に
、
一
日
、
三
時
間

か
ら
四
時
間
も
乗
る
」
こ
と
が
で
き
る
（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
（
行
動
規
範
）
が
考
え
ら
れ
る
。
末
尾
の
助
動
詞
表
現
「
で
き
る
」
と
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い
う
表
現
は
、「
乗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
か
、「
乗
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
表
現
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
規
範
の
内

容
を
こ
の
よ
う
に
表
現
で
き
る
の
は
、
右
の
行
動
様
式
が
鉱
山
監
督
た
ち
の
通
常
の
行
動
様
式
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
に
よ
る
。
そ
の
前
提
に
は
、
鉱
山
監
督
た
ち
が
そ
の
地
で
生
活
す
る
と
き
（
要
件
）→
彼
ら
は
現
地
の
行
動
規
範
を
順
守
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
効
果
）
と
い
う
一
般
的
規
範
（
形
成
基
準
）
の
存
在
が
あ
ろ
う
。
後
者
の
一
般
的
規
範
は
「
人
び
と
は
行
動
に
際
し
て
、
み
ず

か
ら
が
滞
在
す
る
地
の
ル
ー
ル
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
味
で
「
行
為
地
法
主
義
」、
つ
ま
り
、
独
立
牴
触
規
定
に
対
応

す
る
。
前
者
の
具
体
的
規
範
は
い
ず
れ
も
、
助
動
詞
の
表
現
如
何
に
関
わ
り
な
く
、
個
々
の
行
為
の
当
否
を
直
接
に
判
断
す
る
と
い
う
意

味
で
実
質
規
定
に
相
当
し
、「
行
為
地
法
」
の
内
容
そ
れ
自
体
を
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
一
般
的
規
範
と
具
体
的
規
範
と
が
併
存
す
る
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
同
地
に
お
い
て
彼
自
身
も
一

般
的
規
範
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
よ
う
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
は
こ
の
一
般
的
規
範
に
従

う
こ
と
を
拒
否
す
る
。
そ
の
こ
と
を
示
す
の
が
、「
フ
ン
ボ
ル
ト
…
…
は
、
イ
ン
デ
ィ
オ
の
妊
婦
に
背
負
っ
て
も
ら
う
の
を
拒
ん
だ
」
と

い
う
文
章
で
あ
り
、「
こ
う
し
た
惨
め
な
慣
習
を
目
に
し
た
り
、
人
間
の
品
定
め
を
、
ま
る
で
馬
や
ラ
バ
に
対
し
て
用
い
る
よ
う
な
言
葉

で
話
さ
れ
る
の
を
聞
く
と
、
フ
ン
ボ
ル
ト
の
血
は
煮
え
く
り
返
る
」
と
い
う
説
明
で
あ
り
、
そ
し
て
「
彼
は
こ
の
よ
う
に
他
人
を
苦
し
め

る
よ
り
は
、
自
分
で
忍
ぶ
方
を
選
ん
だ
」
と
い
っ
た
解
説
で
あ
る
。
右
の
引
用
で
は
、
む
ろ
ん
、
一
般
的
規
範
に
従
わ
な
い
者
に
対
す
る

制
裁
に
関
し
て
は
何
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、こ
の
点
に
つ
い
て
い
か
な
る
制
裁
規
範
が
存
在
し
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
説
明
中
に
彼
が
制
裁
を
被
っ
た
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
制
裁
規
範
が
な
か
っ
た
の
か
、
制
裁
規
範

が
存
在
し
た
が
、
そ
の
適
用
対
象
に
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
で
は
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
が
右
の
一
般
的
規
範
に
従
う
こ
と
を
拒
否
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
あ
る
い
は
、
こ
の
点
は
、
彼
が
右
の
具
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体
的
規
範
に
従
う
こ
と
を
な
ぜ
拒
否
し
た
か
と
直
接
的
に
問
う
方
が
実
態
に
よ
り
近
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
に
は
、
一
方
の
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
出
身
の
支
配
階
層
に
共
通
す
る
規
範
、
す
な
わ
ち
、
鉱
山
監
督
た
ち
の
行
動
様
式
を
是
と
す
る
行
動
規
範
と
、
他
方
の
、
人

権
思
想
を
根
拠
に
、
鉱
山
監
督
た
ち
の
行
動
を
早
急
に
改
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
な
り
の
行
動
規
範
、
こ
れ
ら
が
併

存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
行
動
規
範
の
う
ち
い
ず
れ
を
優
先
す
る
か
に
関
す
る
独
立
牴
触
規
定
と
し
て
は
、
滞
在
地
の
ロ
ー
カ
ル
・

ル
ー
ル
の
優
越
性
を
主
張
す
る
立
場
（「
行
為
地
法
主
義
」）
だ
け
で
な
く
、
い
ず
れ
の
行
動
規
範
を
採
用
す
べ
き
か
を
行
為
者
自
身
の
判
断

に
委
ね
る
構
成
（「
主
観
主
義
」）
も
あ
り
得
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
が
後
者
の
考
え
方
に

依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
前
者
の
優
越
性
を
承
認
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
自
身
も
鉱
山

監
督
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
行
動
し
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
右
の
引
用
に
お
け
る
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
行
動
を
み
る
と
、
彼
自
身
、
鉱
山

監
督
た
ち
の
行
動
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
、
彼
ら
の
行
動
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
実
質
規
定
お
よ
び
独
立
牴
触
規
定
の
存
在
に
対
し
て
疑
義

を
呈
す
る
こ
と
に
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
関
心
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

二　

奴
隷
制
に
関
し
て
は
、
他
の
個
所
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
以
下
の
記
述
が
そ
う
で
あ
る
。

〝
四
月
十
日
の
午
前
十
時
に
、
彼
ら
は
新
し
い
船
に
乗
っ
て
出
発
し
た
。
早
朝
に
起
き
た
不
愉
快
な
出
来
事
で
台
無
し
に
な
っ
た
旅
立
ち
で
あ
っ

た
。
土
地
の
イ
ン
デ
ィ
オ
だ
け
が
、
迷
路
の
よ
う
な
大
瀑
布
の
経
路
を
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
、
カ
ヌ
ー
に
は
乗
員
全
部
を
確
保
し
て
お
く
た
め
に
、

宣
教
師
は
イ
ン
デ
ィ
オ
の
う
ち
二
人
を
夜
の
間
、
一
種
の
さ
ら
し
台
に
繋
い
で
お
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
が
な
お
も
同
行
し
な
い
と
言
い
張
る
と
、

マ
ナ
テ
ィ
ー
の
皮
の
鞭
で
ひ
ど
く
た
た
か
れ
た
。
早
朝
、
フ
ン
ボ
ル
ト
は
そ
の
イ
ン
デ
ィ
オ
の
恐
怖
の
悲
鳴
で
起
こ
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
修
道
士
は

こ
う
説
明
し
て
い
る
。「
こ
う
し
た
厳
し
い
処
置
を
と
ら
な
い
と
、
あ
な
た
が
た
は
何
も
か
も
不
自
由
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。（
中
略
）
教
化

村
に
は
一
人
も
い
な
く
な
る
で
し
ょ
う
」
と
。
こ
う
し
た
見
方
に
こ
そ
、
フ
ン
ボ
ル
ト
は
怒
り
を
こ
め
て
反
対
し
た（

（（
（

。〟



四
二
二

右
の
引
用
文
中
に
も
、
最
初
の
引
用
に
関
し
て
述
べ
た
の
と
同
様
に
、
複
数
の
典
型
的
な
行
為
規
範
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と

え
ば
、
宣
教
師
が
移
動
し
よ
う
と
考
え
る
と
き
（
要
件
）→
彼
は
利
用
す
る
カ
ヌ
ー
に
乗
員
全
部
を
残
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
効

果
）
と
い
う
規
範
が
存
在
す
る
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。
こ
の
規
範
の
効
果
に
着
目
す
る
と
、「
カ
ヌ
ー
に
は
乗
員
全
部
を
確
保
し
て
お
」

く
べ
き
と
き
（
要
件
）→
「
宣
教
師
は
イ
ン
デ
ィ
オ
の
う
ち
二
人
を
夜
の
間
、
一
種
の
さ
ら
し
台
に
繋
い
で
お
」
く
（
効
果
）
と
い
う
、
別

の
規
範
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
。
後
者
の
規
範
の
効
果
に
目
を
向
け
る
と
、
こ
う
し
た
規
範
が
設
定
さ
れ
た
背
景
に
は
、「
さ
ら
し
台

に
繋
い
で
お
」
か
な
け
れ
ば
、
乗
員
を
確
保
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
目
的
地
へ
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
彼
自
身

ま
た
は
先
人
の
苦
い
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
右
の
規
範
に
お
け
る
表
現
、た
と
え
ば
、「
一
種
の
さ
ら
し
台
に
繋
い
で
お
」

く
と
い
う
言
い
方
を
み
る
と
、「
一
種
の
さ
ら
し
台
に
繋
い
で
お
」
く
権
限
が
宣
教
師
に
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。
そ
れ
こ
そ
が

奴
隷
制
度
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

右
の
引
用
に
は
、今
ひ
と
つ
別
の
行
動
規
範
（
判
断
基
準
）
も
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、イ
ン
デ
ィ
オ
が
「
同
行
し
な
い
と
言
い
張
る
」

と
き
（
要
件
）→
「
マ
ナ
テ
ィ
ー
の
皮
の
鞭
で
ひ
ど
く
た
た
」
く
（
効
果
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
判
断
基
準
の
根
拠
と
し
て
は
、「
こ

う
し
た
厳
し
い
処
置
を
と
ら
な
い
」
と
き
（
要
件
）→
「
何
も
か
も
不
自
由
す
る
こ
と
に
な
」
る
（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
（
右
の
判
断
基

準
の
形
成
基
準
）
が
あ
ろ
う
。
こ
の
判
断
基
準
で
は
、
す
ぐ
前
の
段
落
で
述
べ
た
行
為
規
範
に
従
わ
な
い
者
に
対
す
る
制
裁
措
置
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
制
裁
規
範
の
人
的
適
用
対
象
は
奴
隷
に
限
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
行
為
規
範
に
対
す
る
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
評
価
は
、む
ろ
ん
、否
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
不
愉
快
な
出
来
事
」、

「
フ
ン
ボ
ル
ト
は
そ
の
イ
ン
デ
ィ
オ
の
恐
怖
の
悲
鳴
で
起
こ
さ
れ
た
」、
そ
し
て
「
こ
う
し
た
見
方
に
こ
そ
、
フ
ン
ボ
ル
ト
は
怒
り
を
こ
め

て
反
対
し
た
」、
こ
れ
ら
の
言
い
回
し
か
ら
十
分
に
読
み
取
れ
る
。
そ
こ
で
の
経
験
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
彼
が
「
そ
の
イ
ン
デ
ィ
オ
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の
恐
怖
の
悲
鳴
で
起
こ
さ
れ
た
」
こ
と
で
あ
り
、
彼
は
右
の
制
裁
措
置
に
対
し
て
「
怒
り
を
こ
め
て
反
対
し
た
」。
彼
が
反
対
し
た
結
果
、

奴
隷
が
制
裁
措
置
を
免
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
右
の
文
中
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
に
制
裁
措
置
実
施

の
適
否
に
つ
い
て
判
断
し
た
り
制
裁
措
置
の
中
止
を
命
じ
た
り
す
る
権
限
が
あ
っ
た
か
否
か
、
こ
の
点
に
関
す
る
規
範
の
存
否
は
明
ら
か

で
は
な
い
。
右
の
引
用
で
は
、
こ
う
し
た
経
験
を
通
じ
て
彼
が
「
不
愉
快
な
出
来
事
」
を
経
験
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

三　

Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
に
よ
り
非
難
の
対
象
と
さ
れ
た
支
配
者
た
ち
の
行
動
様
式
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
記
述
も
見
ら
れ

る
。

〝
私
に
は
、
こ
ん
な
理
由
は
も
っ
と
も
ら
し
い
と
い
う
だ
け
で
、
真
っ
当
な
も
の
と
は
思
え
な
い
。
森
林
地
帯
に
…
…
住
む
イ
ン
デ
ィ
オ
は
、
教

化
村
の
大
部
分
で
ま
る
で
農
奴
か
何
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
自
分
の
労
働
の
成
果
に
あ
ず
か
れ
な
い
か
ら
こ
そ
、
オ
リ
ノ
コ
河
沿

い
の
教
化
村
は
荒
廃
し
た
ま
ま
な
の
だ
。
そ
う
し
た
野
蛮
人
は
子
供
と
変
わ
ら
な
い
か
ら
腕
ず
く
で
し
か
統
治
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、
た
だ
た
だ

間
違
っ
た
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
し
か
な
い
の
だ
。
オ
リ
ノ
コ
河
の
イ
ン
デ
ィ
オ
は
大
き
な
子
供
で
は
な
い
。
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哀
れ
な
農
奴
が
大
き
な
子

供
で
な
い
の
と
同
様
だ
。
農
奴
と
い
っ
て
も
、
野
蛮
な
封
建
制
度
が
彼
ら
を
野
卑
な
状
態
に
お
い
て
き
た
の
だ
か
ら（

（（
（

。〟

こ
の
段
落
に
も
複
数
の
行
為
規
範
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
宣
教
師
た
ち
の
そ
れ
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト

の
そ
れ
で
あ
る
。

ま
ず
、
宣
教
師
た
ち
の
行
為
規
範
を
確
認
し
よ
う
。「
森
林
地
帯
に
…
…
住
む
イ
ン
デ
ィ
オ
は
、
教
化
村
の
大
部
分
で
ま
る
で
農
奴
か

何
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
」
い
る
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
宣
教
師
た
ち
が
何
か
を
行
う
と
き
（
要
件
）→
彼
ら
は
イ
ン
デ
ィ
オ
を
農
奴
か

何
か
の
よ
う
に
扱
う
こ
と
が
で
き
る
（
効
果
）
と
い
う
規
範
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
自
分
の
労
働
の
成
果
に
あ
ず
か
れ
な
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い
」と
い
う
表
現
か
ら
は
、宣
教
師
た
ち
が
イ
ン
デ
ィ
オ
に
何
か
を
さ
せ
る
と
き（
要
件
）→
彼
ら
は
労
働
の
成
果
に
対
す
る
対
価
を
支
払
っ

て
は
な
ら
な
い
（
逆
に
い
え
ば
、
イ
ン
デ
ィ
オ
は
宣
教
師
た
ち
に
対
し
て
労
働
の
対
価
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
）（
効
果
）
と
い
う
規
範
の
存

在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
宣
教
師
た
ち
の
行
為
規
範
に
対
し
て
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
が
別
の
規
範
に
立
脚
し
て
い
る
こ
と
は
、
冒
頭
部
に
お
け
る
「
こ

ん
な
理
由
は
も
っ
と
も
ら
し
い
と
い
う
だ
け
で
、
真
っ
当
な
も
の
と
は
思
え
な
い
」
と
い
う
表
現
か
ら
知
ら
れ
よ
う
。
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト

の
考
え
は
、「
そ
う
し
た
野
蛮
人
は
子
供
と
変
わ
ら
な
い
か
ら
腕
ず
く
で
し
か
統
治
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、
た
だ
た
だ
間
違
っ
た
ア
ナ

ロ
ジ
ー
で
し
か
な
い
」、「
オ
リ
ノ
コ
河
の
イ
ン
デ
ィ
オ
は
大
き
な
子
供
で
は
な
い
」、
さ
ら
に
「
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
哀
れ
な
農
奴
が
大
き

な
子
供
で
な
い
の
と
同
様
だ
」
と
い
っ
た
表
現
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、「
野
蛮
な
封
建
制
度
が
彼
ら
を
野
卑
な
状

態
に
お
い
て
き
た
」
と
断
定
し
、
こ
の
よ
う
な
宣
教
師
た
ち
の
行
動
の
結
果
と
し
て
「
オ
リ
ノ
コ
河
沿
い
の
教
化
村
は
荒
廃
し
た
ま
ま
」

に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
述
に
は
、
右
に
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
二
つ
の
観
察
方
法
が
併
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
宣
教
師
た
ち
の
行
動
様
式
と
両
立
し
な
い
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
行
為
規
範
の
形
成
基
準
は
何
か
。
容
易
に
推
測
さ
れ
る
の

は
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
が
受
け
た
教
育
の
経
験
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、「
身
分
か
ら
契
約
へ
」
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
を
肯
定

す
る
立
場
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
彼
の
場
合
、
奴
隷
制
に
代
え
て
雇
用
を
実
施
す
る
と
き
（
イ
ン
デ
ィ
オ
が
「
自
分
の
労
働
の
成
果
に
あ
ず
か

れ
」
る
と
き
）（
要
件
）→
「
オ
リ
ノ
コ
河
沿
い
の
教
化
村
は
」
発
展
す
る
（
荒
廃
し
な
い
）（
効
果
）
と
い
う
判
断
基
準
が
想
定
さ
れ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。
他
方
、
宣
教
師
た
ち
の
行
動
規
範
に
よ
れ
ば
、
右
の
引
用
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
西
洋
社
会
に
お
い
て
子
ど
も
を
統
治

す
る
と
き
（
要
件
）→
「
腕
ず
く
で
」
統
治
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
効
果
）
と
さ
れ
て
い
た
。
彼
ら
は
こ
の
行
為
規
範
を
オ
リ
ノ
コ
河
流
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域
で
も
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
と
、
す
な
わ
ち
、
右
の
判
断
基
準
に
い
う
「
子
ど
も
」
に
「
オ
リ
ノ
コ
河
の
イ
ン
デ
ィ
オ
」
を
含
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
立
場
を
採
っ
て
い
た
（
右
の
判
断
基
準
の
適
用
基
準
に
関
わ
る
争
点
に
つ
い
て
の
肯
定
説
）。
こ
の
よ
う
に
、
宣
教
師
た
ち

の
行
動
様
式
と
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
そ
れ
と
は
異
論
の
関
係
に
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
行
為
規
範
が
牴
触
す
る
場
合
、
い
ず
れ
が
優
先
す

る
か
を
決
定
す
る
独
立
牴
触
規
定
の
存
否
は
、
右
の
引
用
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
こ
で
も
、
客
観
主
義
（
行
為
地
法
主

義
）
と
主
観
主
義
と
の
併
存
が
見
出
さ
れ
よ
う
が
、
両
者
間
で
の
優
劣
判
定
に
関
す
る
規
範
は
見
出
さ
れ
な
い
。
そ
れ
が
存
在
す
る
な
ら

ば
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
自
身
が
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四　

右
に
確
認
さ
れ
た
支
配
者
の
行
為
規
範
と
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
そ
れ
と
の
対
立
は
、
奴
隷
売
買
行
為
に
関
す
る
次
の
記
述
に
も
含

ま
れ
て
い
る
。

〝
ク
マ
ナ
で
は
、
ス
ペ
イ
ン
領
熱
帯
ア
メ
リ
カ
で
し
ば
し
ば
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
も
う
一
つ
の
現
象
（
黒
人
奴
隷
の
売
買
）
に
も
、
は
じ
め
て

遭
遇
し
て
い
る
。「
啓
蒙
の
世
紀
」
に
生
ま
れ
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
理
想
を
奉
じ
て
い
た
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
奴
隷
制
度
に
対
す
る

強
い
反
対
者
だ
っ
た
。
熱
帯
ア
メ
リ
カ
旅
行
に
関
し
て
書
か
れ
た
文
章
の
な
か
に
は
、
こ
う
し
た
奴
隷
制
度
へ
の
批
判
的
言
及
が
し
ば
し
ば
登
場
す

る
が
、
そ
の
初
体
験
が
ク
マ
ナ
で
の
見
聞
だ
っ
た（

（（
（

〟

こ
の
引
用
に
は
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
が
ど
の
よ
う
な
行
為
規
範
に
基
づ
い
て
行
動
し
て
い
た
か
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
奴
隷
制
度
へ
の

批
判
的
言
及
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
」
と
い
う
記
述
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
引
用
に
は
、
彼
が
採
用
し
た
行
為
規
範
の
根
拠
（
背
景
説

明
）、
い
い
か
え
れ
ば
、
彼
が
依
拠
す
る
判
断
基
準
の
形
成
基
準
も
示
さ
れ
て
い
る
。「
奴
隷
制
度
に
対
す
る
強
い
反
対
者
」
と
い
う
表
現

が
示
す
通
り
、
彼
の
場
合
、
た
と
え
ば
、
イ
ン
デ
ィ
オ
と
接
す
る
と
き
（
要
件
）→
イ
ン
デ
ィ
オ
を
奴
隷
の
よ
う
に
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
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（
効
果
）
と
い
っ
た
行
為
規
範
（
判
断
基
準
）
が
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
規
範
を
正
当
化
す
る
根
拠
に
つ
い
て
は
、
彼
が

「『
啓
蒙
の
世
紀
』
に
生
ま
れ
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
理
想
を
奉
じ
て
い
た
」
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
ン
デ
ィ
オ
と
接
す
る
と
き

は
（
要
件
）→
右
の
行
為
規
範
を
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
効
果
）
と
い
う
形
成
基
準
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

彼
の
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
次
の
引
用
か
ら
も
明
ら
か
に
な
る
。

〝
私
た
ち
が
ク
マ
ナ
で
借
り
た
家
は
、
天
体
や
気
象
を
観
測
す
る
の
に
好
都
合
な
窓
を
も
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
き
わ
め
て
嘆
か
わ
し

い
場
面
に
我
々
を
立
ち
会
わ
せ
た
。
大
広
場
の
一
角
に
、
建
物
の
前
が
ア
ー
ケ
ー
ド
状
に
な
っ
て
い
る
場
所
が
あ
っ
た
…
…
そ
こ
で
は
、
ア
フ
リ
カ

か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
奴
隷
た
ち
が
売
買
さ
れ
て
い
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
な
か
で
最
初
に
奴
隷
貿
易
を
禁
止
し
た
国
だ
が
、
皮

肉
な
こ
と
に
、
私
た
ち
が
初
め
に
出
会
っ
た
奴
隷
た
ち
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
奴
隷
船
が
運
ん
で
き
た
も
の
だ
っ
た
。
人
類
の
義
務
や
国
家
の
名
誉
、
祖

国
の
法
律
を
踏
み
に
じ
る
ほ
ど
、
こ
の
下
劣
な
金
儲
け
は
止
め
が
た
い
の
で
あ
る
（『
旅
行
記
』
第
一
巻
、
三
二
三
頁

（
（（
（

）。〟

こ
の
引
用
で
も
こ
れ
ま
で
に
確
認
し
た
二
つ
の
行
為
規
範
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
る
。「
ア
フ
リ
カ
か
ら
連
れ
て
こ
ら
れ
た
奴
隷
た
ち

が
売
買
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
記
述
か
ら
は
、
鉱
山
監
督
た
ち
や
宣
教
師
た
ち
が
依
拠
す
る
も
の
と
し
て
、「
…
…
」
と
き
（
要
件
）→
奴

隷
た
ち
を
売
買
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
効
果
）
と
い
う
行
為
規
範
の
存
在
が
読
み
取
れ
る
。
他
方
で
、「
人
類
の
義
務
や
国
家
の
名
誉
、
祖

国
の
法
律
を
踏
み
に
じ
る
ほ
ど
、
こ
の
下
劣
な
金
儲
け
は
止
め
が
た
い
」
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
ま
っ
た
く
逆
に
、
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
が

前
提
と
し
た
も
の
、す
な
わ
ち
、「
…
…
」
と
き
（
要
件
）→
奴
隷
た
ち
を
売
買
し
て
は
な
ら
な
い
（
効
果
）
と
い
う
行
為
規
範
が
導
か
れ
る
。

さ
ら
に
、「
人
類
の
義
務
や
国
家
の
名
誉
、祖
国
の
法
律
を
踏
み
に
じ
る
ほ
ど
、こ
の
下
劣
な
金
儲
け
は
止
め
が
た
い
」と
い
う
文
章
か
ら
は
、

前
者
の
行
為
規
範
が
容
易
に
な
く
な
ら
な
い
と
い
う
見
通
し
が
示
さ
れ
る
。
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ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
（
一
）（
山
内
）

＊　

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ン
ボ
ル
ト
（
大
野
英
二
郎
／
荒
木
善
太
訳
）『
新
大
陸
赤
道
地
方
紀
行 

下
』 

17
・
18
世
紀
大
旅
行
記
叢
書
第
2
期
〈
11

巻
〉（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）（
抄
訳
版
）
五
一
二
頁
。

小
稿
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
第
三
五
回
学
術
賞
授
与
式
（
二
〇
〇
七
年
三
月
二
二
日
─
二
五
日
、H

otel 
Residenzschloss in Bam

berg

）
に
お
い
て
筆
者
に
学
術
賞
（T
yssen-H

um
boldt-Preis für internationale W

issenschafts- und 
K

ulturverm
ittlung

、
同
年
五
月
にReim

er-Lüst-Preis für internationale W
issenschafts- und K

ulturverm
ittlung

に
名
称
変
更
）

を
授
与
さ
れ
た
同
財
団
に
対
す
る
謝
意
の
表
明
の
一
端
と
し
て
、
構
想
さ
れ
た
（
山
内
「
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
滞
在
記
」
日
本
比
較
法
研
究

所
『
ひ
か
く
ほ
う N

ew
s Letter

』
第
四
〇
号
（
二
〇
一
〇
年
三
月
二
五
日
）
四
─
六
頁
）。
同
賞
に
よ
る
助
成
制
度
の
も
と
、
筆
者
が
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
（Ruprecht-K

arls-U
niversität H

eidelberg

）
に
半
年
間
滞
在
し
た
二
〇
〇
九
年
は
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
生
誕
百
五
十

周
年
記
念
祝
賀
行
事
が
数
多
く
行
わ
れ
て
い
た
（
二
〇
〇
九
年
六
月
八
日
か
ら
同
月
一
〇
日
ま
で
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
で
開
催
さ
れ
た
同
財
団

年
次
総
会
で
も
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
生
誕
百
五
十
周
年
に
あ
た
る
と
い
う
事
実
が
強
調
さ
れ
て
い
たhttp://w

w
w

.chuo-u.ac.jp/chuo-u/
new

s/contents_j.htm
l?suffi

x=i&
topics=4122&

m
ode=dpt; http://w

w
w

.chuo-u.ac.jp/chuo-u/ins_law
/20070625_01_j.htm

l

）。

（
1
）
被
献
呈
者
・
毛
塚
勝
利
教
授
は
、そ
の
著
作
目
録
（
本
誌
末
尾
掲
載
）
が
示
す
通
り
、法
比
較
の
素
材
を
も
っ
ぱ
ら
ド
イ
ツ
法
に
求
め
ら
れ
て
き
た
。

小
稿
の
主
題
選
択
に
際
し
て
は
、
ド
イ
ツ
法
お
よ
び
ド
イ
ツ
文
化
に
対
す
る
格
別
の
関
心
と
い
う
毛
塚
教
授
と
筆
者
と
に
共
通
す
る
事
項
が
考
慮

さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
（
フ
リ
ー
ト
リ
ヒ
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ラ
イ
ヘ
ル
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
（Friedrich H

einrich 
A

lexander Freiherr von H
um

boldt

（
一
七
六
九
年
九
月
一
四
日
─
一
八
五
九
年
五
月
六
日
））
に
つ
い
て
は
、
市
川
正
巳
「
フ
ン
ボ
ル
ト
」

（
相
賀
徹
夫
編
著
『
日
本
大
百
科
全
書 

20
』（
小
学
館
、
一
九
八
八
年
）
八
四
八
頁
）
他
参
照
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
／

大
野
英
二
郎
、
荒
木
善
太
訳 

『
新
大
陸
赤
道
地
方
紀
行
』 

17
・
18
世
紀
大
旅
行
記
叢
書
第
2
期
〈
11
巻
〉（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）（
抄
訳
版
）

の
ほ
か
、
ダ
グ
ラ
ス
・
ボ
ッ
テ
ィ
ン
グ
／
西
川
治
・
前
田
伸
人
訳 

『
フ
ン
ボ
ル
ト 

地
球
学
の
開
祖
』（
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
八
年
）、
ダ
ニ
エ
ル
・

ケ
ー
ル
マ
ン
／
瀬
川
裕
司
訳 

『
世
界
の
測
量 

ガ
ウ
ス
と
フ
ン
ボ
ル
ト
の
物
語
』（
三
修
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
ピ
エ
ー
ル
・
ガ
ス
カ
ー
ル
／
沖
田
吉

穂
訳 

『
探
検
博
物
学
者
フ
ン
ボ
ル
ト
』（
白
水
社
、
一
九
八
九
年
）、
手
塚
章
編
著
『
続
・
地
理
学
の
古
典
─
フ
ン
ボ
ル
ト
の
世
界
』（
古
今
書
院
、

一
九
九
七
年
）、
山
野
正
彦
著
『
ド
イ
ツ
景
観
論
の
生
成 

フ
ン
ボ
ル
ト
を
中
心
に
』（
古
今
書
院
、
一
九
九
八
年
）、
西
川
治　
『
地
球
時
代
の
地
理



四
二
八

思
想 

フ
ン
ボ
ル
ト
精
神
の
展
開
』（
古
今
書
院
、
一
九
八
八
年
）
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
西
川
治
「
Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
と
日
本
─
幕
末
か
ら
昭
和
に
か
け
て
─
」
ダ
グ
ラ
ス
・
ボ
ッ
テ
ィ
ン
グ
／
西
川
治
・
前
田
伸
人
訳 

『
フ
ン
ボ
ル
ト 

地
球
学
の
開
祖
』（
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
八
年
）
三
五
九
頁
以
下
所
収
。

（
4
）
ペ
ル
ー
寒
流
の
別
名
（
半
澤
正
男
「
ペ
ル
ー
海
流
」（
相
賀
徹
夫
編
著
『
日
本
大
百
科
全
書 

21
』（
小
学
館
、一
九
八
八
年
）
一
三
四
頁
）
他
参
照
）。

Ａ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
た
め
、「
フ
ン
ボ
ル
ト
海
流
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
詳
し
く
は
、
ダ
グ
ラ
ス
・
ボ
ッ
テ
ィ
ン
グ
著
（
西
川

治
・
前
田
伸
人
訳
）『
フ
ン
ボ
ル
ト　

地
球
学
の
開
祖
』（
東
洋
書
林
、
二
〇
〇
八
年
）（
前
注（
2
））一
八
六
頁
─
一
八
七
頁
他
参
照
。

（
5
）
長
谷
川
博
「
フ
ン
ボ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン
」（
相
賀
徹
夫
編
著
『
日
本
大
百
科
全
書 

20
』（
小
学
館
、
一
九
八
八
年
）
八
四
九
頁
）
他
参
照
。
ペ

ル
ー
か
ら
チ
リ
北
部
に
か
け
て
、
フ
ン
ボ
ル
ト
海
流
（
ペ
ル
ー
寒
流
）
が
流
れ
る
南
ア
メ
リ
カ
西
岸
の
島
で
繁
殖
す
る
ペ
ン
ギ
ン
（
学
名
：

Spheniscus hum
boldti

）。

（
6
）
ド
イ
ツ
政
府
全
額
出
資
の
国
際
的
学
術
活
動
支
援
機
関
（
同
機
関
に
つ
い
て
は
、http://de.w

ikipedia.org/w
iki/A

lexander_von_
H

um
boldt-Stiftung

他
参
照
）。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
（D

ie A
lexander von H

um
boldt-Stiftung

）「
は
、
国

際
研
究
協
力
助
成
を
目
的
と
し
て
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
が
一
九
五
三
年
に
設
置
し
た
公
益
財
団
。
名
称
は
、
博
物
学
者
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ

ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
に
由
来
す
る
。
有
能
な
外
国
人
研
究
者
に
対
し
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
長
期
研
究
滞
在
の
機
会
を
提
供
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
学
術

文
化
交
流
を
支
援
し
て
い
る
。
滞
独
研
究
期
間
中
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
研
究
交
流
を
も
助
成
す
る
点
が
、
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
日
本
か
ら

は
、
人
文
・
社
会
科
学
、
自
然
科
学
を
問
わ
ず
、
毎
年
一
〇
─
二
〇
名
の
奨
学
生
が
選
抜
さ
れ
、
一
─
二
年
の
滞
独
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。
な
お
、

二
〇
〇
七
年
か
ら
、
そ
れ
ま
で
設
定
さ
れ
て
い
た
奨
学
生
応
募
へ
の
年
齢
制
限
が
撤
廃
さ
れ
た
た
め
、
奨
学
金
受
給
の
条
件
が
大
き
く
緩
和
さ
れ

た
。」http://w
w

w
.w

eblio.jp/content/%
E3%

82%
A

2%
E3%

83%
A

C%
E3%

82%
A

F%
E3%

82%
B5%

E3%
83%

B3%
E3%

83%
80%

E3%
8

3%
BC%

E3%
83%

BB%
E3%

83%
95%

E3%
82%

A
9%

E3%
83%

B3%
E3%

83%
BB%

E3%
83%

95%
E3%

83%
B3%

E3%
83%

9C%
E3%

83%
A

B
%

E3%
83%

88%
E8%

B2%
A

1%
E5%

9B%
A

3

（
7
）http://w

w
w

.w
eblio.jp/content/%

E3%
83%

95%
E3%

83%
B3%

E3%
83%

9C%
E3%

83%
A

B%
E3%

83%
88%

E8%
B3%

9E

（
8
）
フ
ン
ボ
ル
ト
賞
（H

um
boldt-Forschungspreis

）
は
、「
ド
イ
ツ
政
府
が
全
額
出
資
す
る
国
際
的
学
術
活
動
の
支
援
機
関
で
あ
り
、『
ド
イ
ツ

の
ノ
ー
ベ
ル
財
団
』
と
も
称
さ
れ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
が
創
設
し
た
賞
で
あ
る
。
人
文
、
社
会
、
理
、
工
、
医
、

農
学
の
各
分
野
に
お
い
て
毎
年
一
〇
〇
人
ま
で
が
選
出
さ
れ
る
。
基
本
的
な
発
見
も
し
く
は
新
し
い
理
論
に
よ
っ
て
後
世
に
残
る
重
要
な
業
績
を
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ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
（
一
）（
山
内
）

挙
げ
、
今
後
も
学
問
の
最
先
端
で
活
躍
す
る
と
期
待
さ
れ
る
国
際
的
に
著
名
な
研
究
者
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
。」（http://w

w
w

.w
eblio.jp/

content/%
E3%

83%
95%

E3%
83%

B3%
E3%

83%
9C%

E3%
83%

A
B%

E3%
83%

88%
E8%

B3%
9E

）T
he H

um
boldt Prize, also know

n 
as the H

um
boldt Research A

w
ard, is an aw

ard given by the A
lexander von H

um
boldt Foundation to internationally 

renow
ned scientists and scholars, and is currently valued at €

 60,000 w
ith the possibility of further support during the 

prize w
inner's life. U

p to one hundred such aw
ards are granted each year. N

om
inations m

ust be subm
itted by established 

academ
ics in Germ

any.T
he aw

ard is nam
ed after the late Prussian naturalist and explorer A

lexander von H
um

boldt.
http://en.w

ikipedia.org/w
iki/H

um
boldt_Prize

；
フ
ン
ボ
ル
ト
賞
「
は
、
ド
イ
ツ
政
府
が
全
額
出
資
す
る
国
際
的
学
術
活
動
の
支
援
機

関
で
あ
り
、「
ド
イ
ツ
の
ノ
ー
ベ
ル
財
団
」
と
も
称
さ
れ
る
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
が
創
設
し
た
賞
で
あ
る
。
人
文
、
社
会
、

理
、
工
、
医
、
農
学
の
各
分
野
に
お
い
て
、
基
本
的
な
発
見
も
し
く
は
新
し
い
理
論
に
よ
っ
て
後
世
に
残
る
重
要
な
業
績
を
挙
げ
、
今
後
も
学
問

の
最
先
端
で
活
躍
す
る
と
期
待
さ
れ
る
国
際
的
に
著
名
な
研
究
者
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
。
海
外
の
受
賞
者
に
は
、
一
九
六
五
年
に
朝
永
振
一
郎
、

フ
ァ
イ
ン
マ
ン
と
同
時
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
シ
ュ
ウ
ィ
ン
ガ
ー（
米
）や
、フ
ィ
ー
ル
ズ
賞
を
受
賞
し
た
数
学
者
の
マ
ル
グ
リ
ス（
露
）

や
フ
リ
ー
ド
マ
ン
（
米
）、
一
般
均
衡
理
論
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
経
済
学
者
ド
ブ
ル
ー
（
仏
）、
フ
ラ
ク
タ
ル
研
究
の
創
始
者
マ
ン
デ
ル
ブ

ロ
な
ど
が
お
り
、
国
内
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
小
柴
昌
俊
（
九
八
年
）
や
、
元
東
大
総
長
の
有
馬
朗
人
、
数
学

者
の
小
林
俊
行
な
ど
が
い
る
。
二
〇
〇
五
年
ま
で
で
、
受
賞
者
の
う
ち
四
〇
人
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
最
も
栄
誉
あ
る
賞

で
あ
る
。」（http://w

w
w

.w
eblio.jp/content/%

E3%
83%

95%
E3%

83%
B3%

E3%
83%

9C%
E3%

83%
A

B%
E3%

83%
88%

E8%
B3%

9E

）

（
9
）
ド
イ
ツ
の
言
語
学
者
・
政
治
家
・
貴
族
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
（
現
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
）
の
創
設
者
で
あ
る
Ｗ
・
フ
ン
ボ
ル
ト
（
カ
ー
ル
・

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
（Friedrich W

ilhelm
 Christian K

arl Ferdinand Freiherr von H
um

boldt

（
一
七
六
七
年
六

月
二
二
日
〜
一
八
三
五
年
四
月
八
日
））
に
つ
い
て
は
、
そ
の
著
作
（
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ン
ボ
ル
ト
著
（
岡
田
隆
平
訳
）『
言
語
と
人
間
』（
ゆ
ま

に
書
房
、
一
九
八
八
年
（
初
版
創
元
社
一
九
五
〇
年
の
復
刻
））、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
著
（
村
岡
晋
一
訳
・
解
説
）『
双
数
に

つ
い
て
』（
新
書
館
、
二
〇
〇
六
年
）、
フ
ン
ボ
ル
ト
著
（
ク
ラ
ウ
ス
・
ル
ー
メ
ル
ほ
か
訳
）『
人
間
形
成
と
言
語
』（
以
文
社
、
一
九
八
九
年
）、
フ

ン
ボ
ル
ト
著
（
亀
山
健
吉
訳
）『
言
語
と
精
神 

カ
ヴ
ィ
語
研
究
序
説
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
四
年
他
）
の
み
な
ら
ず
、
複
数
の
伝
記
が
書

か
れ
て
い
る
（
亀
山
健
吉
著
『
言
葉
と
世
界　

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
研
究
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
〇
〇
年
）、
亀
山
健

吉
著
『
フ
ン
ボ
ル
ト　

文
人
・
政
治
家
・
言
語
学
者
』（
中
公
新
書
、
一
九
七
八
年
）、
西
村
貞
二
著
『
フ
ン
ボ
ル
ト
』
新
書Century books86

（
清
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水
書
院
、
一
九
九
〇
年
）、
ユ
ル
ゲ
ン
・
ト
ラ
バ
ン
ト
著
（
村
井
則
夫
訳
）『
フ
ン
ボ
ル
ト
の
言
語
思
想
』（
平
凡
社
テ
オ
リ
ア
叢
書
、
二
〇
〇
一
年
）、

斉
藤
渉
著
『
フ
ン
ボ
ル
ト
の
言
語
研
究
─
有
機
体
と
し
て
の
言
語
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）、
江
島
正
子
著
『
フ
ン
ボ
ル
ト
の

人
間
形
成
論
』（
ド
ン
・
ボ
ス
コ
社
、
一
九
九
六
年
）、
福
本
喜
之
助
著
『
フ
ン
ボ
ル
ト
の
言
語
思
想
と
そ
の
後
世
へ
の
影
響
』（
関
西
大
学
出
版
部
、

一
九
八
二
年
）、
泉
井
久
之
助
著
『
言
語
研
究
と
フ
ン
ボ
ル
ト
』（
弘
文
堂
、
一
九
七
六
年
）、
吉
永
圭
著
『
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
人
間
観
─
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
に
見
る
ド
イ
ツ
的
教
養
の
法
哲
学
的
展
開
』（
風
行
社
、
二
〇
〇
九
年
）
他
）。

（
10
）
「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
一
七
六
九
年
九
月
一
四
日
に
ベ
ル
リ
ン
で
生
ま
れ
た
。
父
親
は
プ
ロ
イ
セ
ン
の
貴
族
で
、
母

親
も
財
産
家
の
娘
だ
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
は
次
男
で
、
長
子
は
二
歳
年
長
の
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
ヘ

ル
ム
は
、
後
年
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
、
ま
た
言
語
学
者
と
し
て
も
世
界
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
の
一
般
的
な
知
名

度
か
ら
い
え
ば
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
兄
の
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
ほ
う
が
上
か
も
し
れ
な
い
。」
手
塚
編
・
前
掲
書
（
前
注（
2
））一
五
頁
。

（
11
）
馬
越
徹
「
ベ
ル
リ
ン
大
学
」（
相
賀
徹
夫
編
著
『
日
本
大
百
科
全
書 

21
』（
小
学
館
、
一
九
八
八
年
）
一
七
九
頁
）
他
参
照
。

（
12
）
手
塚
編
・
前
掲
書
（
前
注（
2
））九
六
頁
。

（
13
）
手
塚
編
・
前
掲
書
（
前
注（
2
））九
六
頁
。

（
14
）
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
著
（
大
野
英
二
郎
・
荒
木
善
太
訳
）『
新
大
陸
赤
道
地
方
紀
行 

下
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）

五
二
〇
頁
。

（
15
）Frank Holl 

（Hrsg.

）, A
lexander von Hum

boldt: Es ist ein Treiben in m
ir: Entdeckungen und Einsichten, Deutscher Taschenbuch 

V
erlag Gm

bH
 &

 Co.K
G, M

ünchen 2009

の
中
表
紙
に
お
け
る
説
明
参
照
。

（
16
）
ボ
ッ
テ
ィ
ン
グ
著
（
西
川
・
前
田
訳
）・
前
掲
書
（
前
注（
2
））ⅵ
頁
。

（
17
）
こ
こ
に
い
う
「
法
文
化
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
山
内
「
植
物
に
化
体
さ
れ
た
法
文
化
の
比
較
可
能
性
─
民
話
に
み
る
法
文
化

探
求
の
一
局
面
─
」
七
二
四
頁
─
七
二
七
頁
（
山
内
著
『
比
較
法
研
究 
第
一
巻 

方
法
論
と
法
文
化
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
一
年
）
一
二

九
─
一
七
七
頁
に
採
録
、
特
に
一
三
三
頁
─
一
三
六
頁
）（
以
下
、
同
論
文
の
引
用
は
山
内
・
前
掲
書
該
当
頁
と
し
て
引
用
す
る
）
他
参
照
。

（
18
）M

anfred O
sten 

（H
rsg.

）, A
lexander von H

um
boldt: Ü

ber die Freiheit des M
enschen - A

uf der Suche nach W
ahrheit, 

Frankfurt am
 M

ain/Leipzig 1999, S.51ff.

（
19
）O

sten, a.a.O
. （

前
注（
18
））, SS. 121ff.
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ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
（
一
）（
山
内
）

（
20
）
前
注（
2
）に
掲
げ
た
諸
文
献
参
照
。

（
21
）T

hom
as Richter, A

lexander von H
um

boldt （rororo-m
onographie 50712

）, Row
ohlt T

aschenbuch V
erlag, Reinbek bei H

am
burg 

2009

（
22
）M

anfred Geier, D
ie Brüder H

um
boldt: Eine Biographie, Row

ohlt V
erlag Gm

bH
,Reinbek bei H

am
burg 2009

（
23
）
手
塚
編
・
前
掲
書
（
前
注（
2
））一
五
頁
─
一
八
頁
。

（
24
）
手
塚
編
・
前
掲
書
（
前
注（
2
））一
九
頁
。

（
25
）
手
塚
編
・
前
掲
書
（
前
注（
2
））一
九
頁
。

（
26
）
手
塚
編
・
前
掲
書
（
前
注（
2
））二
一
頁
。

（
27
）A

lexander von H
um

boldt, A
nsichten der N

atur, N
ikol V

erlagsgesellschaft m
bH

 &
 Co.K

G., H
am

burg 2009

（
28
）O

liver Lubrich （H
rsg.

）, A
lexander von H

um
boldt: D

as große Lesebuch, Fischer T
aschenbuch V

erlag, Frankfurt am
 M

ain 
2009

（
29
）H

anno Beck 

（Rekonstr. und K
om

m
ent.

）, A
lexander von H

um
boldt:Reise durchs Baltikum

 nach Russland und Sibirien 
1829, Edition Erdm

ann in der m
arixverlag gm

bH
, W

iesbaden 1959; 6.A
uflage 2009

（
30
）O

liver Lubrich 

（N
eu bearb. und H

rsg.
）, A

lexander von H
um

boldt: Zentral-A
sien: D

as Reisew
erk zur Expedition von 1829: 

U
ntersuchungen zzu den Gebirgsketten und zur vergleichenden K

lim
atologie, S. Fischer V

erlag, Frankfurt am
 M

ain 2009

（
31
）O

ttm
ar Ette und O

liver Lubrich （Ed.

）, A
lexander von H

um
boldt: K

O
SM

O
S: Entw

urf einer physischen W
eltbeschreibung, 

Eichborn V
erlag, Frankfurt am

 M
ain 2004

（
32
）Jürgen H
am

el und K
laus-H

arro T
ierm

ann （H
rsg.

）, A
lexander von H

um
boldt: D

ie K
osm

os-V
orträge 1927/28 in der Berliner 

Singakadem
ie, Insel V

erlag, Frankfurt am
 M

ain und Leipzig 2004

（
33
）O
ttm

ar Ette, A
lexander von H

um
boldt und die Globalisierung: D

as M
obile des W

issens, Insel V
erlag, Frankfurt am

 M
ain 

und Leipzig 2009

（
34
）Frank H

oll 

（H
rsg.

）, A
lexander fonH

unboldt: M
ein vielbew

egtes Leben: D
er Forscher über sich und seine W

erke, Eichborn 
V

erlag A
G, Frankfurt am

 M
ain 2009
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（
35
）M

anfred O
sten （H

rsg.

）, A
lexander von H

um
boldt: Ü

ber die Freiheit des M
enschen: A

uf der Suche nach W
ahrheit, Insel 

V
erlag, Frankfurt am

 M
ain und Leipzig 1999

（
36
）Frank H

oll （H
rsg.

）, A
lexander von H

um
boldt: Es ist ein T

reiben in m
ir: Entdeckungen und Einsichten, D

eutscher 
T

aschenbuch V
erlag Gm

bH
 &

 Co.K
G, M

ünchen 2009

（
37
）
前
注（
2
）参
照
。

（
38
）
五
十
嵐
清
著
『
比
較
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
一
一
頁
他
参
照
。

（
39
）
山
内
・
前
掲
書
（
前
注（
17
））一
三
三
頁
─
一
三
六
頁
他
参
照
。

（
40
）
山
内
・
前
掲
書
（
前
注（
17
））一
三
五
頁
他
参
照
。

（
41
）
こ
れ
ら
各
基
準
の
意
味
等
に
つ
い
て
は
、
山
内
・
前
掲
書
一
三
五
頁
以
下
参
照
。

（
42
）
ボ
ッ
テ
ィ
ン
グ
著
（
西
川
・
前
田
訳
）・
前
掲
書
（
前
注（
2
））一
六
九
頁
─
一
七
一
頁
。

（
43
）
ボ
ッ
テ
ィ
ン
グ
著
（
西
川
・
前
田
訳
）・
前
掲
書
（
前
注（
2
））一
二
八
頁
。

（
44
）
ボ
ッ
テ
ィ
ン
グ
著
（
西
川
・
前
田
訳
）・
前
掲
書
（
前
注（
2
））一
二
八
頁
。

（
45
）
手
塚
編
・
前
掲
書
（
前
注（
2
））四
二
頁
。

（
46
）
手
塚
編
・
前
掲
書
（
前
注（
2
））四
二
頁
─
四
三
頁
。

（
本
学
教
授
）


